
◆ 【解説】「各教科等において育まれる資質・能力を支える 

『自立活動』授業デザイン例 」について 

  

相双教育事務所では域内小・中・義務教育学校の特別支援学級や通級による指導の授業改善を推進するた

め、「自立活動」に焦点を当てて授業展開の一例を示した「各教科等において育まれる資質・能力を支える

『自立活動』授業デザイン例」を作成しました。「自立活動」の学びが各教科等の学びにつながるよう、指導

内容の選定や児童生徒とのかかわり等の具体的な流れなどを紹介しています。 
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「自立活動」においては、児童生徒の中心課題に応じ

た指導内容・目標を設定していくことが重要です。

「POINT01」では、以下の２点を解説しています。 

・教師が実態把握を進めること 

・見えた課題から指導すべき内容を６区分２７項目 

（別紙参照）の中から選定すること 

「POINT03」では、具体的な児童生徒の姿から、学習を通

じての変容をとらえるようにしています。自立活動で学んだ内

容が、普段の授業や生活に般化され、各教科等でねらう資質・

能力を育むための学習に向かう基盤につながっています。 

「POINT02」においては、学習の実際を「対話形式」で記

載しています。次のような教師の姿を意図しています。 

 ・児童生徒の言葉に対する傾聴の重視。 

 ・言葉で表出されない児童生徒の思いの見取りと 

  教師による言葉での価値付け。 

また、教材例を掲載しているので、ぜひ参考にしてください。 

 


